
國學院大學学術情報リポジトリ

國學院大學図書館等蔵『伊勢物語』関係資料書誌・
略解題

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-07-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 笹川, 勲

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000643URL



111 國學院大學図書館等蔵『伊勢物語』関係資料書誌・略解題

　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
お
よ
び
文
学
部
資
料
室
（
以
下
、
本
学
図
書
館
等
）
が
所
蔵
す
る
『
伊
勢
物
語
』
関
係
資
料
に
つ
い
て

の
書
誌
と
略
解
題
で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
は
、『
古
今
和
歌
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
と
な
ら
ん
で
、
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
「
正カ
ノ
ン典

」

と
し
て
享
受
さ
れ
続
け
た
歴
史
が
あ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
写
本
や
版
本
の
み
な
ら
ず
、
註
釈
書
や
絵
本
、
絵
巻
も
多
く
作
成
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
点
を
鑑
み
て
、
本
稿
に
お
い
て
も
「
一　

写
本
、
古
筆
切
」、「
二　

版
本
」、「
三　

註
釈
書
」、「
四　

絵
本
、
絵
巻
」
の
四
項
目
を
立

て
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
本
学
図
書
館
等
所
蔵
の
『
伊
勢
物
語
』
関
係
資
料
の
総
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

た
め
、
他
の
文
献
、
論
文
等
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
て
も
採
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

【
凡
例
】

　

一　

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
等
が
所
蔵
す
る
『
伊
勢
物
語
』
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
の
書
誌
お
よ
び
略
解
題
で
あ
る
。

　
　
　
　

國
學
院
大
學
図
書
館
等
蔵
『
伊
勢
物
語
』
関
係
資
料
書
誌
・
略
解
題

笹　

川　
　
　

勲　
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二　

資
料
全
体
を
、
便
宜
上
、【
一　

写
本
、
古
筆
切
】、【
二　

版
本
】、【
三　

註
釈
書
】、【
四　

絵
本
、
絵
巻
】
に
分
け
た
。

　

三　

各
項
目
内
の
配
列
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
等
の
函
架
番
号
順
を
原
則
と
し
、
貴
重
書
、
準
貴
重
書
の
順
に
掲
げ
る
。

　

四　

書
誌
情
報
は
①
法
量
、
②
装
幀
、
③
書
写
・
刊
行
年
代
、
④
料
紙
、
⑤
略
解
題
等
の
各
項
目
と
す
る
。

　

五　

本
学
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
都
度
、
明
記
し
た
。

　

六�　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
行
わ
れ
た
、
國
學
院
大
學
学
び
へ
の
誘
い
「
伊
勢
物
語
絵
の
世
界
」
の
た
め
、

筆
者
が
調
査
、
作
成
し
た
書
誌
や
解
題
の
デ
ー
タ
を
含
む
。

　【
一
、
写
本
、
古
筆
切
】

一　

伊
勢
物
語（

（
（

　

①
縦
二
五
・
二
糎　

横
十
七
・
二
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
青
色
地
寿
の
字
宝
尽
模
様
の
緞
子
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
紙
。
⑤

武
田
祐
吉
博
士
の
旧
蔵
。
書
写
者
は
不
明
。
藤
原
定
家
が
校
訂
し
た
『
伊
勢
物
語
』
に
は
、
根
源
本
、
天
福
本
、
武
田
本
の
三
系
統
が
あ

る
が
、
本
書
は
武
田
本
の
本
文
と
奥
書
を
持
つ
。
天
福
本
と
の
校
異
を
朱
で
、
詳
細
に
書
き
入
れ
て
あ
る
。
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
九
二
三
）

二　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
五
・
三
糎　

横
十
七
・
〇
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
灰
青
色
の
厚
様
。
朱
色
地
に
金
彩
で
萩
を
描
い
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
紙
。
⑤
本
文
冒
頭
に
は
、「
賜
架
書
屋
蔵
」
の
朱
色
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
る
。「
賜
架
書
屋
」
は
、
紀
州
徳
川

家
の
蔵
書
か
ら
な
る
「
南
葵
文
庫
」
の
主
事
を
務
め
た
書
誌
学
者
高
木
文
氏
の
蔵
書
を
指
す
。
巻
末
に
は
天
福
本
の
奥
書
の
他
、
追
書
さ
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れ
た
根
源
本
第
二
系
統
と
武
田
本
の
奥
書
、
業
平
や
二
条
后
等
の
伝
記
と
難
語
註
が
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
一
一
六
一
）

三　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
五
・
〇
糎　

横
十
七
・
七
糎
。
②
袋
綴
五
ツ
目
装
一
冊
（
改
装
跡
あ
り
）。
表
紙
は
青
色
地
無
地
艶
出
。
③
江
戸
時
代
初
期
。
④

楮
紙
。
⑤
巻
末
に
業
平
、
行
平
、
有
常
、
二
条
后
、
源
融
各
人
の
伝
記
、
万
葉
集
、
古
今
和
歌
六
帖
の
引
用
、
宋
玉
「
神
女
賦
」、
曹
植
「
洛

神
賦
」、
天
福
本
奥
書
、「
別
本
奥
書
」
と
し
て
武
田
本
奥
書
、「
又
別
本
奥
書
」
と
し
て
根
源
本
の
奥
書
が
附
載
さ
れ
る
。
本
文
に
は
朱

筆
で
、
句
読
、
濁
点
、
校
異
が
付
さ
れ
る
。
章
段
数
も
朱
で
記
さ
れ
る
が
、
途
中
、
抜
け
て
い
る
箇
所
や
墨
書
で
記
さ
れ
た
箇
所
も
見
ら

れ
る
。
行
間
に
は
勘
物
註
記
が
あ
る
。
上
欄
を
中
心
に
水
濡
れ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
シ
ミ
が
存
す
る
。　　
　
　
　
　
　

（
貴
二
六
七
七
）

四　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
二
・
八
糎　

横
十
六
・
九
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
砥
粉
色
地
十
字
文
様
の
緞
子
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
紙
。
⑤
寛
永

八
年
に
書
か
れ
た
識
語
に
よ
る
と
、
初
段
か
ら
七
七
段
の
途
中
ま
で
は
「
陽
光
院
誠
仁
太
上
天
皇
の
御
筆
」
に
な
る
と
あ
る
。
誠
仁
親
王

は
、
後
陽
成
天
皇
の
父
で
、
死
後
、
太
上
天
皇
の
尊
号
を
追
贈
さ
れ
た
。
小
説
家
渡
辺
霞
亭
、
国
文
学
者
吉
沢
義
則
の
旧
蔵
に
か
か
る
。

（
貴
二
九
二
七
）

五　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
六
・
一
糎　

横
十
八
・
一
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
香
色
無
地
艶
出
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
厚
手
の
楮
紙
。
⑤
内
題
外
題

と
も
に
な
し
。
奥
書
も
な
し
。「
小
泉
修
理
亮
」
な
る
人
物
の
旧
蔵
と
思
量
さ
れ
る
。
傷
み
が
や
や
激
し
く
、
修
補
の
跡
が
目
立
つ
。

（
貴
三
一
九
八
）
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六　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
六
・
〇
糎　

横
二
〇
・
七
糎
。
②
袋
装
五
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
代
赭
色
地
艶
出
簾
目
文
様
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
楮
紙
。
⑤

奥
書
や
識
語
は
な
い
。
行
間
に
多
量
の
註
記
が
あ
る
。
虫
損
が
や
や
目
立
つ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
三
四
八
三
）

七　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
二
・
六
糎　

横
十
七
・
七
糎
。
②
袋
綴
装
一
冊
。
表
紙
は
鳥
の
子
色
地
の
厚
様
に
、
金
銀
箔
砂
子
散
ら
し
。
地
紋
が
刷
ら
れ
て
い

る
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
楮
混
漉
。
⑤
虫
損
の
修
補
が
全
体
に
な
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、
根
源
本
第
二
系
統
お
よ
び
武
田
本
の

本
奥
書
の
他
、
享
禄
三
年
十
一
月
の
山
崎
宗
鑑
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
天
保
八
年
六
月
、
古
筆
見
の
檜
山
成
徳
が
鑑
定
を
し
た
賞
簽
（
鑑

定
書
）
が
付
属
す
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
三
四
九
三
）

八　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
六
・
二
糎　

横
十
六
・
四
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
本
文
共
紙
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
紙
。
⑤
内
題
は
な
し
。
外
題
に

「
伊
／
伊
勢
物
語
」
と
あ
る
。
朱
の
書
入
が
多
く
、
章
段
数
、
句
読
、
和
歌
へ
の
合
点
の
他
、
朱
書
、
墨
書
の
傍
記
も
相
当
数
見
ら
れ
る
。

本
奥
書
は
な
い
も
の
の
、
天
文
十
八
年
八
月
九
日
に
、「
正
阿
」
な
る
人
物
が
書
写
し
た
と
す
る
書
写
奥
書
が
あ
る
。　　
（
貴
三
五
五
四
）

九　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
一
・
五
糎　

横
十
四
・
四
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
本
文
共
紙
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
紙
。
⑤
一
面
九
行
で
和
歌
は
二

字
下
げ
。
墨
付
七
〇
丁
。
全
体
に
朱
筆
で
、
合
点
、
句
読
点
、
濁
点
、
校
異
、
振
り
仮
名
を
施
す
。
武
田
本
の
本
奥
書
を
も
ち
、「
明
応
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三
年
卯
月
上
旬
」
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
第
六
九
段
の
「
君
や
こ
し
…
」
歌
と
「
か
き
く
ら
す
…
」
歌
を
欠
く
。　　
　

（
貴
三
五
五
九
）

十　

い
せ
も
の
語

　

①
縦
二
七
・
四
糎　

横
十
八
・
六
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
無
地
薄
水
色
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
楮
混
漉
。
⑤
八
代
国

冶
氏
の
旧
蔵
。
本
文
は
一
面
十
行
。
和
歌
は
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
。
奥
書
は
無
い
が
、
天
福
本
系
統
の
本
文
と
思
量
さ
れ
る
。
永

正
十
四
年
七
月
二
八
日
に
、
三
条
西
実
枝
が
書
写
し
た
も
の
で
、
全
体
の
行
間
に
漢
字
と
片
仮
名
で
多
く
の
註
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
９
１
．
２
／
９
１
３
．
３
２
／
Ｓ
ａ
６
４
）

十
一　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
三
・
六
糎　

横
十
五
・
七
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
無
地
濃
茶
色
。
③
室
町
時
代
末
期
。
④
楮
紙
。
⑤
墨
付
九
十
丁

で
、
本
文
は
一
面
七
行
書
で
、
和
歌
は
二
行
分
か
ち
書
き
。
朱
の
書
入
が
多
く
見
ら
れ
る
。
武
田
祐
吉
博
士
の
旧
蔵
。
室
町
時
代
後
期
の

書
写
と
さ
れ
る
が
、
書
写
奥
書
が
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
。
本
奥
書
も
な
い
が
、
本
文
は
天
福
本
系
統
に
類
す
る
と
思
量
さ
れ
る
。
本
学

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
９
１
．２
／
９
１
３
．３
２
／
１
）

十
二　

い
せ
も
の
が
た
り

　

①
縦
二
三
・
四
糎　

横
十
七
・
五
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
薄
茶
色
紗
綾
形
文
様
。
③
江
戸
時
代
後
期
。
④
料
紙
は
斐
楮
混

漉
。
武
田
祐
吉
博
士
の
旧
蔵
で
、
墨
付
七
八
丁
。
本
文
は
一
面
九
行
書
で
、
和
歌
は
三
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
。
胡
紛
に
よ
る
塗
抹
が

多
く
見
ら
れ
る
。
本
奥
書
は
な
し
。
嘉
永
三
年
春
に
、
尾
張
の
人
外
山
剛
健
が
こ
の
本
を
求
め
、
翌
嘉
永
四
年
の
冬
、
現
在
の
体
裁
に
し
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た
旨
の
識
語
を
有
す
る
。
本
文
は
天
福
本
系
統
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ま
武
田
本
系
統
の
本
文
や
誤
脱
も
見
ら
れ
る
。
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
９
１
．２
／
９
１
３
．３
２
／
２
）

十
三　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
二
・
八
糎　

横
十
七
・
〇
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
緑
色
花
鳥
文
様
の
緞
子
だ
が
、
傷
み
が
激
し
い
。
③
室
町
時
代
後
期
。

④
斐
紙
。
武
田
祐
吉
博
士
の
旧
蔵
で
、
一
面
八
行
書
、
和
歌
は
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
。
全
体
に
書
入
が
多
い
。
武
田
本
系
統
本
文
、

奥
書
を
有
す
る
。
ま
た
、
細
川
幽
斎
の
「
此
物
語
依
興
山
上
人
応
其
所
望
以
／
所
持
本
定
家
卿
自
筆
書
写
之
同
遂
／
校
合
蓋
可
謂
証
本
者

乎
／
天
正
十
八
年
正
月
五
日　

玄
旨　

在
判
」
と
の
奥
書
も
あ
り
、
幽
斎
筆
本
の
転
写
本
と
思
量
さ
れ
る
。
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
９
１
．
２
／
９
１
３
．
３
２
／
３
）

十
四　

伊
勢
物
語　
　

　

①
縦
三
四
・
二
糎　

横
二
三
・
八
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
無
地
青
色
で
、
題
簽
に
「
伊
勢
物
語　

全
」
と
あ
る
。
③
江
戸

時
代
後
期
。
④
楮
紙
。
⑤
武
田
祐
吉
博
士
の
旧
蔵
。
安
政
四
年
に
「
須
賀
廼
屋
」
と
号
す
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
。
見
返
し
に
皇

室
と
藤
原
氏
の
系
図
、
惟
喬
親
王
と
在
原
業
平
の
履
歴
、
業
平
の
略
年
譜
を
記
す
。
巻
頭
に
は
『
伊
勢
物
語
』
収
載
歌
の
初
句
を
掲
げ
た

一
覧
が
あ
る
。『
伊
勢
物
語
體
脳
』
か
ら
『
勢
語
通
』
ま
で
十
九
本
の
註
釈
を
、
北
村
季
吟
の
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
よ
う
に
、
頭
註

と
傍
註
を
併
用
し
た
体
裁
で
、
詳
細
に
掲
げ
る
ほ
か
、
朱
雀
院
塗
籠
本
と
の
本
文
や
構
成
の
相
違
を
朱
筆
で
示
す
。

（
０
９
６
／
９
１
３
．
３
２
／
１
）
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十
五　

伊
勢
物
語

　

①
縦
一
九
・
四
糎　

横
十
三
・
七
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
薄
代
赭
色
で
、
梅
花
等
の
文
様
を
散
ら
す
。
③
江
戸
時
代
後
期

か
。
④
斐
楮
混
漉
。
⑤
外
題
は
伊
勢
物
語
（
雲
紙
の
題
簽
）。
旧
子
爵
水
野
家
の
旧
蔵
。
内
題
は
な
し
。
墨
付
三
五
丁
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
。

『
伊
勢
物
語
』
に
存
す
る
全
て
の
和
歌
を
、
二
行
分
か
ち
書
き
で
抄
出
し
た
も
の
で
、
散
文
は
な
い
。
和
歌
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
濁
点
が

付
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
１
．
１
３
８
／
６
）

十
六　

越
前
切　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
四
・
七
糎　

横
十
六
・
一
糎
。②
掛
幅
装
一
幅（
元
来
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）。③
鎌
倉
時
代
末
期
。④
雲
紙
を
横
に
と
っ

た
斐
紙
。
⑤
『
伊
勢
物
語
』
九
八
段
末
か
ら
、
九
九
段
前
半
の
部
分
が
八
行
に
亘
り
、
書
か
れ
て
い
る
。
和
歌
は
二
字
下
げ
、
二
行
書
。

九
九
段
初
め
の
三
行
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
朱
筆
で
「
貞
観
六
年
三
月
右
少
将
七
年
三
月
右
馬
頭
十
九
年
正
月
左
近
少
将
」、「
元
慶
蔵
人
頭
」、

「
業
平
」
と
傍
記
が
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
の
上
部
に
も
、
朱
筆
で
「
古
今
」、「
恋
一
」
と
あ
る
が
、
朱
の
濃
淡
か
ら
、
後
者
は
、
古
い
書

き
入
れ
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
箱
書
に
「
片
桐
石
州
函
書
□
」、
箱
の
裏
に
は
、「
雲
紙
四
半
切 

号 

越
前
切
」
と
あ
る
他
、
證
札
に
、「
兼

好
法
師
／
と
よ
み
て
／
見
す
も
あ
ら
す
」、「
雲
紙
四
半
切　

号
越
前
切
」
と
あ
る
。
伝
称
筆
者
は
兼
好
と
さ
れ
る
が
、
他
の
兼
好
自
筆
と

比
較
す
る
と
、
同
筆
で
は
な
い
。

　

越
前
切
の
名
称
は
、
越
前
国
に
伝
来
し
た
、
あ
る
い
は
越
前
守
某
の
所
持
に
よ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
二
十
三
葉
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
本
学
図
書
館
所
蔵
の
越
前
切
は
、『
古
筆
学
大
成
』
未
収
載
の
一
葉
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貴
三
一
三
五
）
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【
二
、
版
本
】

一　

伊
勢
物
語　

覆
刻
整
版
本

　

①
縦
二
七
・
一
糎　

横
十
九
・
一
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
二
冊
。
表
紙
無
地
茶
色
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
⑤
上
冊
は
初
段
か
ら
四
八
段
ま

で
、
下
冊
は
四
九
段
か
ら
一
二
五
段
ま
で
。
本
文
は
天
福
本
系
。
料
紙
は
色
変
わ
り
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
嵯
峨
本
は
、
角
倉
素

庵
が
本
阿
弥
光
悦
の
協
力
を
得
て
刊
行
し
た
絵
入
の
古
活
字
本
で
、
慶
長
十
三
年
以
降
、
幾
度
か
刊
行
さ
れ
た
。
後
に
、
古
活
字
本
を
覆

刻
し
た
整
版
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
一
つ
と
思
量
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。

（
貴
七
八
一
～
七
八
二
）

二　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
四
・
九
糎　

横
十
八
・
三
糎
。
②
袋
装
大
和
綴
一
冊
。
表
紙
は
茶
色
布
目
地
文
様
。
③
江
戸
時
代
前
期
。
④
楮
紙
。
⑤
武
田
祐
吉

博
士
の
旧
蔵
で
、「
滋
野
井
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
る
。
絵
は
二
九
図
あ
り
、
構
図
は
嵯
峨
本
と
一
致
し
、
朱
、
茶
、
緑
で
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
彩
色
が
あ
る
。
巻
末
に
、「
寛
文
十
一
年
辛
亥
霜
月
吉
日
」
の
刊
記
が
あ
る
寛
文
版
本
だ
が
、
胡
粉
で
塗
沫
さ
れ
て
い
る
。
天
福

本
と
武
田
本
の
奥
書
、
業
平
や
二
条
后
の
伝
記
、
難
語
註
に
加
え
て
、
滋
野
井
公
澄
の
識
語
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
享
保
十
四
年
初

夏
、
本
書
と
冷
泉
為
久
蔵
の
伊
勢
物
語
と
対
校
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
滋
野
井
家
は
転
法
輪
三
条
家
の
支
流
で
、
神
楽
と
故
実
を
家
業
と

す
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
３
２
／
１
５
）

三　

新
板
絵
入
伊
勢
物
語

　

①
縦
二
六
・
一
糎　

横
十
八
・
九
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
二
冊
。
表
紙
は
青
色
無
地
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
⑤
上
下
二
冊
の
絵
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入
刊
本
。
上
冊
冒
頭
に
「
伊
勢
物
語
の
作
者
」、「
業
平
の
伝
記
」、「
伊
勢
の
御
の
伝
記
」、「
伊
勢
物
語
の
よ
み
く
せ　

上
」、
下
冊
冒
頭

に
「
伊
勢
物
語
の
よ
み
く
せ　

下
」
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。
絵
は
上
冊
十
三
図
、
下
冊
十
四
図
あ
る
が
、
雲
を
用
い
て
上
下
を
分
け
、
一

面
に
異
な
る
章
段
の
図
を
配
し
た
箇
所
も
あ
る
。「
宝
永
貳
年
孟
春
吉
祥
日
御
幸
町
辺
二
条
上
ル
二
町
目　

礒
田
太
良
兵
衛
」
の
刊
記
が

あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
２
１
／
２
７
／
１
～
２
）

四　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
六
・
六
糎　

横
十
八
・
〇
糎
。
二
冊
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
二
冊
。
表
紙
は
縹
色
雷
文
繋
地
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
⑤
上

下
二
冊
の
絵
入
刊
本
。
題
簽
は
上
下
と
も
に
剥
落
し
て
お
り
、
上
冊
に
は
う
ち
つ
け
書
き
で
、「
伊
勢
物
語　

上
」
と
あ
る
。「
享
保
二
十

年　

江
戸
日
本
橋
南
四
町
目　

須
原
屋
四
郎
兵
衛
板
」
の
刊
記
が
あ
り
、「
絵
入
伊
勢
物
語
」
と
同
じ
版
木
を
用
い
て
刷
ら
れ
た
も
の
と

思
量
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
３
２
／
１
７
／
１
～
２
）

　
五　

絵
入
伊
勢
物
語

　

①
縦
二
五
・
六
糎　

横
十
八
・
一
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
二
冊
。
表
紙
は
薄
青
色
地
唐
花
文
様
。
③
江
戸
時
代
。
④
楮
紙
。
⑤
題
簽
に
は

「
新
板
絵
入
伊
勢
物
語
」
と
あ
る
。
絵
は
上
冊
に
五
一
図
、
下
冊
に
七
四
図
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
返
し
に
業
平
と
二
条
后
の
挿
絵
が
あ
る
。

「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
に
比
し
て
構
図
数
は
多
く
、
構
図
そ
の
も
の
も
異
な
る
も
の
が
多
い
。
下
冊
末
に
「
東
都
書
肆　

須
原
屋
茂
兵
衛
梓
」

と
あ
り
、江
戸
の
書
肆
須
原
屋
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
も
の
の
、刊
年
は
未
詳
で
あ
る
。　　
　

（
９
１
３
．３
２
／
９
／
１
～
２
）
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六　

新
註
絵
入
伊
勢
物
語
改
成

　

①
縦
二
五
・
九
糎　

横
十
八
・
一
糎
。
②
袋
装
五
ツ
目
綴
二
冊
、
表
紙
は
柿
渋
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題
は
新
註
絵
入
伊

勢
物
語
改
成
、
内
題
は
な
し
。
上
冊
は
初
段
か
ら
六
五
段
ま
で
、
下
冊
は
六
六
段
か
ら
一
二
五
段
を
収
め
る
。
絵
は
上
冊
に
十
八
図
、
下

冊
に
九
図
。
そ
の
他
見
返
し
に
上
冊
は
伊
勢
の
御
の
伝
記
、
下
冊
は
在
原
業
平
の
伝
記
を
載
せ
る
。『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
お
よ
び
傍
注

は
版
面
の
三
分
の
二
程
で
、
上
部
三
分
の
一
は
、
上
冊
で
は
源
氏
歌
仙
絵
抄
、
源
氏
香
図
、
女
歌
仙
絵
抄
、
下
冊
に
は
歌
仙
絵
抄
を
そ
れ

ぞ
れ
配
す
る
。
他
に
、
旧
蔵
者
に
よ
る
と
思
量
さ
れ
る
朱
筆
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
下
冊
末
に
は
、「
此
刻
本
所
々
簡
略
有
、
雖
補
寘
想

猶
有
闕
漏
／
丁
酉
孟
春　

重
吉
」
の
識
語
が
あ
る
。
書
肆
出
雲
寺
和
泉
掾
に
よ
る
刊
行
。
な
お
、
三
冊
三
巻
仕
立
の
「
伊
勢
物
語
改
成
」
は
、

元
禄
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
該
本
に
は
、
刊
行
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。　　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
３
２
／
２
４
／
１
～
２
）

七　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
五
・
八
糎　

横
十
八
・
一
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
二
冊
、
表
紙
は
紺
色
地
無
地
艶
出
。
③
江
戸
時
代
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題
は
ナ
シ

（
空
題
簽
あ
り
）、
内
題
は
「
伊
勢
物
語
上
之
巻
」（
伊
勢
物
語
上
／
伊
勢
物
語
下
）。
上
冊
は
初
段
か
ら
四
八
段
ま
で
。
下
冊
は
四
九
段
か

ら
百
二
五
段
ま
で
を
収
め
る
。
絵
は
各
六
図
。
下
冊
末
に
は
、「
合
多
本
所
用
捨
也
、
可
備
証
本
」
の
条
り
を
欠
く
武
田
本
の
本
奥
書
を

有
す
る
。
版
元
は
未
詳
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
３
２
／
２
８
／
１
～
２
）

【
三
、
古
註
釈
】

一　

伊
勢
物
語
抄

　

①
縦
十
三
・
七
糎　

横
二
〇
・
七
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
の
横
本
一
冊
、
表
紙
は
朱
色
地
無
地
の
厚
様
。
③
江
戸
時
代
初
期
。
④
楮
紙
。
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⑤
打
ち
付
け
書
き
で
「
伊
勢
物
語
抄　

完
」
の
外
題
が
あ
る
。
内
題
は
「
伊
抄
」。「
山
門
薬
樹
院
蔵
」
の
印
が
あ
り
、
延
暦
寺
の
里
坊
の

ひ
と
つ
薬
樹
院
に
伝
来
し
た
と
思
量
さ
れ
る
。「
逍
遙
院
殿
」（
三
条
西
実
隆
）
の
説
を
引
く
他
、
漢
籍
や
史
書
、
古
辞
書
を
引
用
す
る
な

ど
、
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
解
釈
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
十
二
段
で
は
、
武
田
本
と
天
福
本
の
本
文
の

違
い
を
示
し
た
り
、
第
二
十
三
段
に
お
い
て
は
「
け
こ
の
う
つ
は
も
の
」
の
「
け
こ
」
を
「
笥
子
」
で
は
な
く
、「
家
子
」
と
解
し
て
い
る
。

（
貴
二
〇
三
）

二　

伊
勢
物
語
古
注

　

①
縦
二
一
・
九
糎　

横
十
五
・
三
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
、
表
紙
は
濃
茶
色
無
地
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
楮
紙
。
⑤
内
題
、
外
題

と
も
に
な
い
が
、
小
口
書
き
に
「
伊
勢
物
語
」
と
あ
る
。
小
汀
利
得
の
旧
蔵
。
各
章
段
の
全
文
を
挙
げ
た
後
に
、
註
釈
を
掲
げ
る
。
註
釈

の
他
、
集
付
や
校
異
、
濁
点
を
本
文
に
加
え
る
。
四
十
八
段
ま
で
で
途
絶
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
五
七
九
）

三　

伊
勢
物
語
集
註

　

①
縦
二
七
・
八
糎　

横
十
八
・
四
糎
。
②
袋
装
五
ツ
目
綴
十
二
冊
。
表
紙
は
紺
色
地
卍
繋
文
様
。
③
江
戸
時
代
前
期
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題

は
「
伊
勢
物
語
集
註
」（
一
部
剥
落
し
た
冊
が
あ
る
）。
一
華
堂
切
臨
に
よ
っ
て
、
慶
安
元
年
九
月
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
承
応
二
年
三
月
に

小
嶋
弥
左
衛
門
、
市
郎
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
十
二
冊
の
う
ち
一
冊
は
題
号
や
『
伊
勢
物
語
』
の
諸
本
、
諸
註
の
解
題
や
本
書
の

成
立
事
情
が
述
べ
ら
れ
る
。
本
書
は
、
当
時
、
多
く
用
い
ら
れ
た
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』
に
存
す
る
誤
写
や
相
伝
さ
れ
た
内
容
の
遺
漏
を

指
摘
し
、
切
臨
の
師
乗
阿
が
三
条
西
実
澄
か
ら
相
伝
さ
れ
た
「
奥
義
」
を
中
心
と
し
て
、
愚
見
抄
や
惟
清
抄
と
い
っ
た
先
行
諸
註
を
集
成

し
た
も
の
と
、
首
巻
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
、『
詩
経
』
を
根
拠
と
し
て
伊
勢
物
語
を
解
釈
し
た
註
釈
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
乗
阿
（
天
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文
九
年
～
元
和
五
年
）
は
時
宗
の
僧
、
歌
人
で
、
号
を
一
華
堂
と
称
す
る
。
も
と
は
駿
河
国
長
善
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
上
洛
、

連
歌
師
の
里
村
紹
巴
と
交
わ
る
一
方
、
三
条
西
公
条
、
実
澄
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』、『
古
今
和
歌
集
』
を
学
ぶ
。
な
お
、

本
学
文
学
部
資
料
室
に
は
、「
慶
安
五
年
三
月
板
行
焉
／
洛
陽
東
洞
院
四
条
坊
門
下
町
開
板
」
の
刊
記
を
も
つ
同
書
（
９
１
３
．
３
２
／

Ｓ
ａ
２
２
。「
蔦
廼
屋
文
庫
」（
千
葉
葛
野
）
の
旧
蔵
、
千
葉
葛
野
は
江
戸
後
期
の
歌
人
、
国
学
者
。
本
居
春
庭
の
門
人
）
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
と
も
に
『
国
書
総
目
録
』
に
未
収
載
の
伝
本
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
六
四
三
～
六
五
四
）

四　

伊
勢
物
語
聞
書

　

①
縦
二
三
・
一
糎　

横
十
六
・
六
糎
。
②
綴
葉
装
一
帖
。
表
紙
は
緑
色
地
蛮
絵
文
様
の
緞
子
。
③
室
町
時
代
後
期
。
④
斐
紙
。
⑤
外
題
は

な
く
、
内
題
に
「
伊
勢
物
語
聞
書
」
と
あ
る
。「
文
明
庚
午
孟
冬
仲
澣
書
写
訖　

夢
庵
子
」
の
奥
書
が
あ
る
。
書
写
者
の
夢
庵
子
は
連
歌

師
肖
柏
の
別
名
。「
一
条
禅
閤
」、「
一
禅
御
説
」
と
し
て
一
条
兼
良
の
説
を
多
く
引
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貴
一
七
一
九
）

五　

勢
語
臆
断

　

①
縦
二
七
・
一
糎　

横
二
〇
・
一
糎
。
②
袋
装
五
ツ
目
綴
四
冊
。
表
紙
は
朱
色
地
無
地
艶
出
。
⑤
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
外
題
は
「
勢

語
臆
断　

上
之
本
」（
上
之
末
、
下
之
本
、
下
之
末
）。「
四
冊
本
書
并
外
題
共
／
契
沖
阿
闍
梨
真
筆
」
と
い
う
、
古
筆
家
大
倉
好
斎
（
古

昔
庵
）
の
箱
書
が
あ
る
。『
勢
語
臆
断
』
は
、
契
沖
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
註
釈
書
で
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
秋
ご

ろ
成
立
、
そ
の
後
、
久
し
く
写
本
で
伝
来
し
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
に
は
、
朱
筆
や
青
墨
に
よ
る
書
き
入
れ

や
付
箋
の
貼
付
、
胡
粉
に
よ
る
塗
抹
が
見
ら
れ
る
。
本
学
図
書
館
に
は
、
本
書
の
他
一
点
（
９
１
３
．
３
２
／
ｋ
ｉ
６
８
／
１
―
（
１
））

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
二
二
五
五
～
二
二
五
八
）
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六　

伊
勢
物
語
霊
元
院
奥
尽
秘
抄

　

①
縦
十
五
・
三
糎　

横
二
一
・
二
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
四
冊
。
表
紙
は
緑
色
地
無
地
の
緞
子
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
斐
楮
混
漉
。
⑤

内
題
、
外
題
と
も
に
な
し
。
霊
元
天
皇
に
よ
っ
て
著
さ
れ
る
。
霊
元
天
皇
は
父
後
水
尾
天
皇
、
兄
後
西
天
皇
か
ら
歌
道
を
は
じ
め
諸
芸
学

問
を
伝
授
さ
れ
て
お
り
、
本
書
も
一
条
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
や
細
川
幽
斎
の
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』
な
ど
の
先
行
諸
註
お
よ
び

後
水
尾
天
皇
、
後
西
天
皇
の
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
に
自
説
を
加
え
て
成
立
し
た
と
思
量
さ
れ
る
。
本
書
は
、
高
松
宮
家
旧
蔵
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
本
や
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
中
院
家
旧
蔵
京
都
大
学
図
書
館
本
が
知
ら
れ
る
が
、
國
學
院
大
學
図
書
館
本
は
、『
国
書
総
目
録
』

未
採
録
の
伝
本
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
二
五
四
一
～
二
五
四
四
）

七　

伊
勢
物
語
抄

　

①
縦
二
八
・
五
糎　

横
二
〇
・
〇
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
香
色
地
無
地
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題
に
「
伊

勢
物
語
抄
」
と
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
行
間
や
鼇
頭
に
註
釈
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
延
宝
九
年
の
秋
、
長

年
『
伊
勢
物
語
』
に
心
を
寄
せ
て
い
た
「
椙
若
氏
松
響
軒
（
杉
若
柳
求
）」
な
る
人
物
が
、
江
戸
幕
府
の
伝
馬
町
牢
屋
敷
の
長
官
（
囚
獄
）

で
、
歌
人
、
連
歌
師
、
国
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
石
出
帯
刀
吉
深
の
助
力
に
よ
っ
て
得
た
「
此
書
之
秘
伝
」
を
、
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
著
し
た
自
筆
草
稿
と
さ
れ
る
。「
椙
若
氏
松
響
軒
（
杉
若
柳
求
）」
に
つ
い
て
は
未
詳
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
二
八
四
二
）

八　

勢
語
七
考

　

①
縦
二
八
・
四
糎　

横
六
・
二
八
米
。
②
巻
子
装
一
軸
。
表
紙
は
青
地
に
金
糸
花
菱
繋
文
様
の
緞
子
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
⑤

箱
書
に
「
縣
居
翁
真
渕
書
」、
外
題
に
は
「
伊
勢
物
語
通
釋　

真
渕
翁
真
筆
」
と
あ
る
。
内
題
は
な
し
。
勢
語
七
考
は
、
江
戸
時
代
中
期
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の
国
学
者
賀
茂
真
淵
が
著
し
た
伊
勢
物
語
の
評
論
で
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
ご
ろ
成
立
と
さ
れ
る
。「
田
安
府
芸
台
印
」
の
蔵
書
印

が
あ
り
、
真
淵
が
仕
え
た
徳
川
御
三
卿
の
一
つ
、
田
安
徳
川
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
前
書
き
」
の
他
、「
物
語
て
ふ
事
」、「
い

せ
物
か
た
り
と
名
付
た
る
事
」、「
伊
勢
の
御
の
か
き
た
る
に
あ
ら
ざ
る
説
の
事
」、「
業
平
の
自
記
な
ら
ぬ
事
」、「
時
代
の
た
か
へ
る
事
」、

「
作
れ
る
時
世
の
事
」、「
む
か
し
男
て
ふ
事
」
の
七
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貴
四
二
四
三
）

九　

伊
勢
物
語
拾
穂
抄

　

①
縦
二
六
・
八
糎　

横
十
九
・
二
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
四
冊
。
表
紙
は
薄
青
色
の
無
地
。
③
江
戸
時
代
中
期
。
④
楮
紙
。
⑤
伊
勢
物
語

拾
穂
抄
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
歌
学
者
北
村
季
吟
の
著
作
で
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
以
前
に
成
立
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
行
。

本
書
は
「
延
宝
八
庚
申
年
仲
秋
吉
辰
」
の
刊
記
の
あ
る
初
刊
本
で
あ
る
。「
源
頼
庸
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
薩
摩
藩
出
身
の
神
道
家
で
、

神
宮
大
宮
司
を
務
め
た
田
中
頼
庸
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
本
学
図
書
館
に
、『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
は
該
本
の
他
、

９
１
３
．
３
２
／
ｋ
ｉ
６
８
／
１
―
（
１
～
４
）（
四
冊
・
朱
点
有
り
）、
９
１
３
．
３
２
／
ｋ
ｉ
６
８
／
１
―
Ⅱ
―
（
２
）（
二
冊
・
文

化
二
年
六
月
の
補
刻
）
の
二
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
１
３
．
３
２
／
ｋ
ｉ
６
８
／
１
―
（
１
））

十　

伊
勢
物
語
古
意

　

①
縦
二
五
・
八
糎　

横
十
八
・
一
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
六
冊
。
表
紙
は
青
色
地
布
目
型
押
。
③
江
戸
時
代
後
期
。
④
楮
紙
。
伊
勢
物
語

古
意
は
、
勢
語
七
考
を
著
し
た
後
、
賀
茂
真
淵
が
著
し
た
伊
勢
物
語
の
註
釈
書
で
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
ご
ろ
成
立
。
本
書
の
刊
行

年
は
不
明
。
全
体
に
朱
筆
の
句
点
や
、
傍
点
・
傍
線
、
傍
記
や
異
本
註
記
が
詳
し
く
な
さ
れ
て
い
る
。「
此
注
解
甚
不
宜
」、「
此
注
イ
カ
ヽ
」

と
い
っ
た
真
淵
の
註
解
へ
の
批
判
的
言
辞
が
間
々
見
ら
れ
る
他
、
例
証
歌
等
に
も
、
伊
勢
物
語
古
意
に
対
す
る
自
ら
の
見
解
を
示
す
箇
所
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が
見
ら
れ
る
。
本
学
図
書
館
に
は
、
こ
の
他
、
巻
二
ま
で
の
零
本
（
二
冊
・
９
１
３
．
３
２
／
Ｋ
ａ
４
１
―
２
／
２
―
（
１
））
が
あ
る
。

（
９
１
３
．
３
２
／
ｋ
ａ
４
１
―
２
／
１
～
（
１
～
６
））

十
一　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
八
・
六
糎　

横
二
〇
・
〇
糎
。
②
袋
装
五
ツ
目
綴
二
冊
。
表
紙
は
縹
色
地
無
地
。
③
江
戸
時
代
か
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題
に
は
「
伊

勢
物
語　

上
（
下
）」
と
あ
る
が
、
実
際
は
『
伊
勢
物
語
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
上
冊
は
初
段
か
ら
四
八
段
ま
で
、
下
冊
に
は
四
九
段
か

ら
一
二
五
段
ま
で
を
収
め
る
。
奥
書
や
識
語
は
な
い
た
め
、
書
写
年
代
の
特
定
は
難
し
い
が
、
近
世
の
著
作
と
思
量
さ
れ
る
。

（
９
１
３
．
３
２
／
１
８
／
１
～
２
）

十
二　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
九
・
二
糎　

横
十
九
・
一
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
。
表
紙
は
砥
粉
色
地
紺
色
棚
雲
文
様
。
文
様
は
点
描
。
③
江
戸
時
代
中
期
。

④
斐
楮
混
漉
。
外
題
に
は
「
伊
勢
物
語
上
下
」
と
あ
り
、
元
来
は
二
冊
だ
っ
た
も
の
を
合
綴
し
た
も
の
。
明
暦
元
年
七
月
二
十
七
日
か
ら

同
年
八
月
二
九
日
ま
で
行
わ
れ
た
、
後
水
尾
院
の
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
を
聴
講
者
の
一
人
が
書
き
留
め
た
も
の
で
、
竈
頭
に
も
書
き
入
れ

が
存
す
る
。
第
一
二
五
段
の
講
釈
は
な
い
が
、
こ
れ
は
「
終
焉
の
段
を
読
ま
な
い
の
が
宮
中
で
の
勢
語
講
釈
の
作
法
で
あ
っ
た（

（
（

」
か
ら
と

さ
れ
る
。
後
水
尾
院
は
数
度
に
渡
り
、
宮
中
で
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、
明
暦
元
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
講
釈

は
聞
書
等
の
伝
本
が
少
な
く
、
該
本
の
他
に
は
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
お
よ
び
昭
和
二
六
年
九
月
発
行
の
「
一
誠
堂
時
報
」
第
五
号
に

紹
介
さ
れ
た
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
３
２
／
１
０
）
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十
三　

伊
勢
物
語
新
釈

　

①
縦
二
七
・
〇
糎　

横
十
八
・
九
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
六
冊
。
表
紙
は
茶
色
地
無
地
。
③
江
戸
時
代
後
期
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題
は
「
伊

勢
物
語
新
釋
一
（
～
六
）」、
内
題
は
「
伊
勢
物
語
新
釋
」
／
「
伊
勢
物
語
新
釋
一
の
巻
（
～
六
の
巻
）」。
一
面
十
行
（
序
は
七
行
）。
東

京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
や
國
學
院
大
學
、
立
正
大
学
の
教
授
を
務
め
た
井
野
辺
茂
雄
氏
の
旧
蔵
。『
伊
勢
物
語
新
釋
』
は
本
居
宣
長
の

門
人
藤
井
高
尚
の
著
作
で
、
文
化
九
年
九
月
十
五
日
に
成
立
し
た
。
本
書
は
土
佐
の
国
学
者
鹿
持
雅
澄
の
旧
蔵
で
、
天
保
四
年
十
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
、「
北
原
氏
本
」
等
に
よ
っ
て
校
合
し
た
書
き
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
竈
頭
や
行
間
に
朱
や
墨
、
藍
に
よ
る
書
き
入
れ

や
雅
澄
の
署
名
の
入
っ
た
貼
紙
が
あ
る
。
本
学
に
は
こ
の
他
、
図
書
館
と
文
学
部
資
料
室
に
各
一
点
（
９
１
３
．
３
２
／
Ｆ
５
７
／
３
、

９
１
３
．
３
２
／
Ｋ
ｅ
２
１
）
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
文
政
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
奴
弖
能
舎
」（
本
居
宣
長
の
門
人
、

長
谷
川
菅
緒
）
蔵
本
を
も
と
に
し
た
版
本
だ
が
、
上
田
秋
成
の
『
伊
勢
物
語
』
註
釈
書
で
あ
る
『
よ
し
や
あ
し
や
』(

△
で
示
す)

と
賀
茂

真
淵
の
『
伊
勢
物
語
古
意
』（
□
で
示
す
）
を
書
き
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
第
九
段
の
「
八
つ
橋
」
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
両

書
か
ら
図
を
写
し
た
も
の
を
、
貼
付
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貴
‐
Ⅳ
３
０
）

十
四　

伊
勢
物
語
題
号
考

　

①
縦
二
五
・
七
糎　

横
十
八
・
一
糎
。
②
袋
装
四
ツ
目
綴
一
冊
、
表
紙
は
砥
粉
色
地
浮
線
綾
文
様
。
厚
手
で
具
引
風
の
加
工
が
な
さ
れ
て

い
る
。
③
江
戸
時
代
。
④
楮
紙
。
⑤
外
題
・
内
題
と
も
に
伊
勢
物
語
題
号
考
。
賀
茂
重
誠
に
よ
る
天
保
十
五
年
八
月
の
序
文
が
あ
る
も
の

の
、
刊
行
年
代
は
未
詳
。
墨
付
三
一
丁
。
著
者
賀
茂
（
松
田
）
直
兄
は
賀
茂
季
鷹
の
門
人
で
あ
る
。「
伊
勢
物
語
」
と
い
う
作
品
の
題
号

を
中
心
と
し
た
論
考
で
、
男
女
の
仲
を
主
と
す
る
「
妹
背
物
語
」
説
や
、
伊
勢
の
斎
宮
と
の
情
交
を
主
題
と
す
る
段
を
冒
頭
に
置
く
伝
本

（
狩
使
本
）
か
ら
、「
伊
勢
物
語
」
と
す
る
説
、
上
田
秋
成
が
唱
え
た
在
五
中
将
物
語
の
別
称
を
「
伊
勢
物
語
」
と
す
る
説
な
ど
を
退
け
、
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読
者
に
対
す
る
謙
退
、
滑
稽
を
意
味
す
る
「
令
笑
物
語
」
に
由
来
す
る
説
を
採
る
。
ま
た
、
後
半
で
は
恋
歌
の
意
義
を
『
詩
経
』
に
拠
り

な
が
ら
説
く
。
一
部
、
朱
墨
に
よ
る
訂
正
が
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
１
３
．
３
２
／
ｋ
ａ
４
１
／
１
）

【
四　

絵
本
、
絵
巻（

（
（

】

一　

伊
勢
物
語
絵
巻

　

①
縦
二
五
・
一
糎
、
横
十
七
・
七
米
（
上
巻
）、
十
五
・
四
米
（
下
巻
）。
②
巻
子
装
二
軸
、
表
紙
は
青
緑
地
の
錦
繍
緞
子
。
③
江
戸
時
代

初
期
。
④
斐
紙
。
⑤
「
紅
梅
文
庫
」
の
蔵
書
印
か
ら
、
前
田
善
子
氏
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
武
田
祐
吉
博
士
の
所
蔵
を
経
て
、

本
学
図
書
館
に
収
め
ら
れ
る
。
多
く
の
絵
巻
は
詞
書
（
本
文
）
と
そ
れ
に
合
っ
た
絵
と
が
交
互
に
展
開
す
る
が
、
本
絵
巻
は
絵
の
中
に
詞

書
が
入
り
込
ん
だ
形
を
と
る
。
ま
た
、
絵
の
構
図
は
、
刊
行
後
に
伊
勢
物
語
絵
の
規
範
と
な
っ
た
、
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
と
は
大
き
く
異
な

る
。
全
体
に
大
き
な
錯
簡
が
あ
り
、
八
三
段
以
降
の
絵
は
な
い
。
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。

（
貴
一
八
七
四
～
一
八
七
五
）

二　

伊
勢
物
語

　

①
縦
二
三
・
三
糎　

横
十
六
・
七
糎
。
②
綴
葉
装
三
帖
。
表
紙
は
金
と
藍
色
の
市
松
模
様
緞
子
。
③
江
戸
時
代
前
期
。
④
斐
紙
。
⑤
武
田

祐
吉
博
士
の
旧
蔵
。
本
文
は
天
福
本
系
。
上
冊
は
、
初
段
か
ら
二
三
段
の
途
中
ま
で
、
中
冊
は
、
二
三
段
の
続
き
か
ら
七
一
段
ま
で
、
下

冊
は
、
七
二
段
か
ら
一
二
五
段
ま
で
。
絵
は
嵯
峨
本
と
同
じ
く
四
九
図
か
ら
な
る
。
本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
公
開
中
。

（
貴
一
九
二
〇
～
一
九
二
二
）
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参
考
文
献

　

春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』
淡
交
社　

昭
和
五
四
年

　

井
上
豊
氏
解
説
「
勢
語
七
考
」『
賀
茂
真
淵
全
集　

第
十
六
巻
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
五
六
年

　

大
津
有
一
氏
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究　

増
補
版
』
八
木
書
店　

昭
和
六
一
年

　

小
松
茂
美
氏
『
物
語
・
物
語
注
釈
１
』（
古
筆
学
大
成
第
二
三
巻
）　

講
談
社　

平
成
四
年

　

註

　
（
1
）�　

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
モ
ス
ト
ウ
氏
（
岡
野
佐
和
氏
訳
）「「
み
や
び
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
近
代
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』」（
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
氏
、

鈴
木
登
美
氏
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典　

カ
ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』
所
収　

新
曜
社　

平
成
十
一
年
）
で
は
、
明
治
以
降
の
受

容
を
中
心
に
、
前
近
代
も
含
め
た
『
伊
勢
物
語
』
の
「
古
典
化
」、「
正
典
化
」
の
諸
相
が
、
通
時
的
に
た
ど
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
書
所

収
の
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
氏
「
総
説　

創
造
さ
れ
た
古
典
―
カ
ノ
ン
形
成
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
批
評
的
展
望
」、
同
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
歴
史
的

変
遷
と
競
合
す
る
カ
ノ
ン
」
で
も
、『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
2
）�　

本
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
笹
川
勲
「
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
伊
勢
物
語
』（
武
田
本
）
の
本
文
」（『
國
學
院
大
學　

校
史
・
学
術
資
産

研
究
』
第
二
号　

平
成
二
二
年
三
月
）
で
も
、
書
誌
と
略
解
題
を
掲
げ
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
山
田
清
市
氏
編
の
古
典
文
庫
本
に
よ
る
）
と

の
校
異
を
付
し
て
い
る
。

　
（
3
）　

大
津
有
一
氏
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究　

増
補
版
』
四
八
三
頁
（
八
木
書
院　

昭
和
六
一
年
）。

　
（
4
）�　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
伊
勢
物
語
絵
巻
や
奈
良
絵
本
伊
勢
物
語
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
針
本
正
行
氏
を
代
表
者
と
す
る
「
物
語
絵
巻

の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
―
國
學
院
大
學
所
蔵
本
を
中
心
と
し
て
―
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｂ
・
平
成
十
九

年
～
平
成
二
十
一
年
）
に
お
い
て
、
翻
刻
や
構
図
の
対
照
が
行
わ
れ
た
。
詳
し
い
解
題
や
絵
の
特
徴
は
、
本
科
研
の
各
年
度
の
報
告
書
に
譲

り
た
い
。
ま
た
、
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
を
総
括
し
た
『
物
語
絵
の
世
界
』（
針
本
正
行
研
究
室
編
・
平
成
二
二
年
）
に
は
、

鈴
木
裕
子
氏
お
よ
び
笹
川
勲
の
論
考
が
収
め
ら
れ
る
。
直
近
で
は
、
針
本
正
行
氏
に
「
伊
勢
物
語
絵
の
表
現
―
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
伊

勢
物
語
絵
巻
』
二
九
段
を
中
心
と
し
て
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
三
巻
第
十
号　

平
成
二
四
年
十
月
）
が
あ
る
。
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【
付
記
】

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
に
多
く
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


